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家庭内アンペイドワークがもたらす 

妻と夫の幸福感 

 

 

川内美⽉a ⽩⽯⼩百合b 

 

要約 

本論⽂では，近年減少傾向にある専業主婦世帯が⼀定数存在している要因の１つとして，

家事や育児など家庭内アンペイドワークがもたらす「幸福感」を挙げる．夫と妻が⾏うアン

ペイドワークは、夫・妻⾃⾝の幸福感のみならず，互いの幸福感に与える可能性がある．そ

こで本論⽂では，「慶應義塾家計パネル調査」の既婚男⼥の個票データを⽤いてc，妻と夫の

幸福感を主婦タイプ別に分析した結果，妻の家事育児時間の⻑さは，専業主婦世帯で妻と夫

の幸福感に，兼業主婦世帯で夫の幸福感にプラスに有意な影響を与えることが分かった．ま

た，妻⾃⾝の幸福感に家事育児時間がプラスの効果があるのは専業主婦世帯であり，妻の就

業をフルタイム・パート別で推計を⾏った場合には効果はみられなかった．つまり妻のアン

ペイドワークは夫と妻の双⽅の幸福感を⾼めることから，主婦タイプ選択に影響を与える

可能性があると⾔える． 
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1. イントロダクション 

⼈々が⾏う⽇中活動1は，⾦銭的報酬を得るペイドワークと無報酬のアンペイドワークに

分けられる．近年はサービスの拡充により，報酬を⽀払うことで家事，育児，介護等の家庭

内で⾏われるアンペイドワークを外部化できるようになったが，⾦銭的な余裕の有無に関

わらず，アンペイドワークを外部化せずに⾃⾝で⾏う⼈々が多く存在する．本論⽂では専業

主婦世帯が⼀定数存在している要因の１つとして，家事や育児など家庭内アンペイドワー

クがもたらす「幸福感」を挙げる．以下では，妻の就業状況(主婦タイプ)別に妻と夫の幸福

感を⾼める要因分析を⾏い，1．アンペイドワークがもたらす妻と夫の幸福感と，2．既婚⼥

性による主婦タイプ2の決定要因に，アンペイドワークがもたらす幸福感の存在がある可能

性について明らかにする． 

 

2. データ・分析⽅法 

本論⽂で使⽤したデータは，慶應義塾⼤学パネルデータ設計・解析センターが提供する

「慶應義塾家計パネル調査（以下，KHPS）」である．KHPS は 2004年から 2019 年まで同

じサンプルに対し毎年調査が⾏われており,個⼈属性や普段の⽣活時間についてデータを収

集している．本稿では執筆期間において最新年の 2018年データを⽤い，夫婦のどちらかが

60 歳未満3の有配偶者,また回答者の配偶者も含むサンプルで推計を⾏う．基本的には有配

偶⼥性(妻)が 1,053，有配偶男性(夫)が 1,094 の観測数である5．推計は幸福感6を被説明変

数とした順序プロビットモデルを⽤い，以下の推計式をもとに⾏う． 
 

  𝑌" = 𝛽%𝐻" + 𝛽(𝐼" + 𝛽*𝑈" + 𝛽,Χ" + 𝜇" + 𝜀"，           1) 
 
𝑖は観察された個⼈を⽰し，𝑌"は幸福感を⽰し、推計は妻と夫それぞれについて⾏う．決定

要因は妻の主婦タイプ別ダミーの𝐻"，収⼊を⽰す𝐼"，家事育児時間を𝑈"として⽤いる．またコン
トロール変数として⽤いる個⼈属性Χ"は，妻・夫の教育年数，⼦供数ダミー，親と同居・近

居ダミー，妻・夫の年齢，夫の就業ダミーを⽰す（⼤⽵ 2004，⽩⽯・⽩⽯ 2010）．また，

この推計式は各変数の組み合わせにより(1)から(4)まで４通りの⽅法で使⽤する．具体的に

は，(1)では妻と夫の各家事育児時間，世帯収⼊を加え，(2)では妻と夫の各家事時間，各育

児時間，世帯収⼊，(3)では妻・夫の各家事育児時間,妻と夫の各収⼊，(4)では妻と夫の各家
                                                        
1 睡眠・⾷事・余暇等を除いた時の⽇中の活動をさす． 
2 主婦タイプは、妻の就業状況別（先⽉の就業状況と調査時点での職位の設問から作成）に、専業主婦，
兼業主婦（フルタイム・パートタイム）に分類した． 
3 定年以降には⽣活時間が変化するため（福⽥ 2007），本論⽂は、定年(「⾼年齢者等の雇⽤の安定等に
関する法律 第８条」により定年が有効になる年齢は 60歳以上)前の 20代から 50代を対象としている． 
5 記述統計や推計によっては観測数に変動がある. 
6 これまでの⼀⽣の幸福感について,「全く幸福感がない ０」から「完全に幸福感を感じる 10」まで 11
段階での回答を求めている. 



 3 

事時間，各育児時間，妻と夫の各収⼊を⽤いて推計を⾏う．また𝜇"は観察できない個⼈効果，

𝜀"は誤差項である． 

 

3. 分析結果 

3.1. 主婦タイプ別 幸福感平均値⽐較 

本節では推計の予備作業として，アンペイドワークと幸福感について主婦タイプ別に⽐

較を⾏う．表１は,主婦タイプ別にみた記述統計である．幸福感について妻は専業主婦，パ

ート，フルタイム主婦世帯の順で⾼いが，夫はパート，専業主婦，フルタイム主婦世帯の順

で⾼い．家事育児時間の 1 週間平均について妻は最も⻑い専業主婦（57.273 時間）と短い

フルタイム（23.83 時間）では約 34時間の差があり，パートタイムは約 20 時間短かった．

夫はフルタイム，専業主婦，パートタイム主婦世帯の順で⻑いが，全サンプルで⽐較すると、

夫と妻の差は約 34時間であった．育児時間について夫は専業主婦世帯で最も⾼く，パート

タイム主婦世帯で最も低い．世帯収⼊8についてはフルタイム主婦世帯が最も⾼く，次いで

パートタイム，専業主婦世帯が最も低い結果となり，フルタイム主婦世帯との差は約 111万

円である．妻の収⼊においても同じ傾向であった．しかし，夫の収⼊では専業主婦世帯が最

も⾼く，次いでパートタイム主婦，フルタイム主婦世帯の順となった． 

 

表１ 主婦タイプ別記述統計（平均値）9 

 

                                                        
8 夫と妻各々の収⼊の合計額．収⼊は前年の⾦額である． 
9 表１と図１は「慶應義塾家計パネル調査」2018年データより筆者作成．Nはサンプル数を表す． 

全サンプル
妻・専業

主婦世帯

妻・フルタイム

主婦世帯

妻・パートタイム

主婦世帯

妻の幸福感
6.54
N:1152

6.61
N:266

6.47
N:489

6.53
N:335

夫の幸福感
6.43
N:1143

6.42
N:265

6.39
N:488

6.44
N:334

妻の家事育児時間
37.01
N:1158

　57.27
N:267

23.83
N:492

37.07
N:335

夫の家事育児時間
3.26
N:1158

3.23
N:267

3.56
N:492

2.57
N:335

妻の家事時間
24.83
N:1158

35.03
N:267

17.88
N:492

26.94
N:335

夫の家事時間
2.26
N:1158

1.82
N:267

2.71
N:492

1.73
N:335

妻の育児時間
12.18
N:1158

22.25
N:267

5.95
N:492

10.13
N:335

夫の育児時間
1.76
N:1158

2.08
N:267

1.61
N:492

1.45
N:335

世帯収入
717.63
N:1157

664.43
N:267

775.96
N:491

690.00
N:335

妻の収入
143.49
N:1157

12.34
N:267

250.01
N:491

93.73
N:335

夫の収入
574.07
N:1158

652.09
N:267

525.89
N:492

596.27
N:335



 4 

図１は妻と夫の家事時間,育児時間にかける時間の⻑さを５つのカテゴリ10で分類し，妻

と夫の幸福感の平均値を⽰している．これらを観察すると妻の家事時間が⻑いほど妻と夫

の幸福感は⾼まることがわかるが，妻では時間数が多いカテゴリでは頭打ちの傾向が観察

された．また，夫の家事時間が⻑い場合に妻の幸福感が⾼いことも観察できる．育児時間と

幸福感では線形の傾向はみられなかった。 

 

 
図１ 妻と夫の家事育児時間別,各幸福感平均 

 

3.2. 順序プロビットモデルによる推計 

表２は専業主婦・兼業主婦，表３では兼業主婦をフルタイム・パート別で推計を⾏った．

これらの推計結果11より明らかになったことは次の２点である．まず，表２の専業主婦世帯

では妻の家事育児時間，いわゆるアンペイドワークにかける時間の⻑さは，妻⾃⾝の幸福感

と夫の幸福感に対し，プラスに有意な影響を与えている（表２：妻(1)と(3)，夫(1)と(3)）．

しかし表３のフルタイム・パート別の推計結果をみると、夫の幸福感のみプラスに有意だが,

妻⾃⾝の幸福感には有意な結果が得られなかった（表３：夫(1)と(3)）．つまり，妻による

アンペイドワークは，専業主婦世帯の場合に妻本⼈と夫の幸福感を⾼めるが，妻の就業状態

                                                        
10 「全く⾏わない」者は 0 時間，それ以外の中で検出限界値を超えたものを除外し，上位 25％を「⻑
い」，上位 25％未満 50％以上を「やや⻑い」，上位 50％未満下位 25％以上を「やや短い」，下位 25％未満
0％以上を「短い」として４つのカテゴリに分けている． 
11 慶應義塾⼤学パネルデータ設計・解析センター『慶應義塾家計パネル調査,2018』より筆者作成.  
表内 ***,**,*は推定された各係数が 1%,5%,10%⽔準で有意であるかを⽰す. 
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をフルタイム・パート別に⾒た場合には夫の幸福感のみ⾼める．次に，いずれの世帯でも世

帯収⼊，または夫の収⼊は妻と夫の幸福感にプラスの影響を与えており，先⾏研究と整合的

な結果であった．妻の収⼊は妻⾃⾝の幸福感にプラスで有意な影響を与える場合があった

が（表２：妻(4)，表３：妻(3)と(4)），妻の収⼊は夫の幸福感に影響はなかった． 

以上から，妻の家庭内アンペイドワークにかける時間の⻑さは，専業主婦世帯では妻と夫

の幸福感に，フルタイム・パート別に⾒た場合には夫の幸福感にプラスに有意な影響を与え

ることが分かった．つまり妻のアンペイドワークは，妻⾃⾝に加え，夫の幸福感も⾼めてい

ることから，専業主婦の選択という意思決定に影響を与える可能性があり，本稿の特徴とし

て明らかにできたことであると⾔える. 

表２ 推計結果：専業主婦世帯と兼業主婦世帯 

 

表３ 推計結果：専業主婦世帯と兼業主婦世帯(フルタイム・パートタイム別) 
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4. まとめ 

本論⽂は，主婦タイプ別に世帯を分け，妻と夫の幸福感の要因分析を⾏なった．分析の結

果，妻の家事育児時間の⻑さは，専業主婦世帯で妻と夫の幸福感に，フルタイム・パート別

に⾒た兼業主婦世帯で夫の幸福感にプラスに有意な影響を与えることが分かった．また，妻

⾃⾝の幸福感に家事育児時間がプラスの効果があるのは専業主婦世帯であり，フルタイム・

パート別に⾒た兼業主婦世帯ではその効果がみられなかった．つまり妻のアンペイドワー

クは夫の幸福感を，専業主婦世帯では妻の幸福感を⾼めることから，主婦タイプ選択に影響

を与える可能性があると⾔える．しかし，本稿は 2018年データのクロスセクションデータ

による推計結果を⽰しているため，パネル調査を⽤いた⻑期的な観察が必要であろう．また

被説明変数で⽤いた幸福感については，先⾏研究で⽤いられた幸福度に最も近い「これまで

の⼀⽣の幸福感」という⻑期的な幸福感を⽤いたが，「慶應義塾家計パネル調査」では「最

近 1週間」や「最近 1 年間」など短期的な幸福感についても調査されており，アンペイドワ

ークとの関係を考察する上で興味深い．これらを今後の課題とする．  
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